
２－１ 

議題２（委員会決裁事項（規則第３条第１号）） 

令和２年度大阪府公立高等学校の募集人員について 

 標記について、府内公立中学校卒業見込み者数等の動向を踏まえ、別紙のと

おり決定する。 

 ただし、併設型中高一貫校である府立富田林高等学校にあっては、併設中学

校からの内部進学者数によって、最大３名の増員を行うことがある。 

  令和元年11月15日 

大阪府教育委員会     

＜参考＞ 

 １ 令和２年度大阪府公立高等学校入学者選抜方針 

  令和元年５月17日の教育委員会会議で決定した令和２年度大阪府公立高等

学校入学者選抜方針において、各高等学校の募集人員は、別に定めることと

したため、今回、付議するもの。 

 ２ 昼間の高等学校の総募集人員 

  (1) 府内公立中学校卒業者数を６８，６２０人（前年度比１,２９３人減）

と推計。 

  (2) 計画進学率９３．９％、他府県等への進学者を３，１００人（前年度

比１７０人増）として、府内進学予定者数を６１，３３０人と算出。 

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) 

＝(Ａ)×(Ｂ) 

(Ｄ) (Ｅ) 

＝(Ｃ)－(Ｄ) 

公立中学校 

卒業予定者数 

計 画 

進学率 

進学予定者数 他府県等への

進学予定者数 

府内 

進学予定者数 

人 ％ 人 人 人

６８，６２０ ９３．９ ６４，４３０ ３，１００ ６１，３３０ 

(3) 公立高等学校の募集人員については、他府県等からの進学者を含めて

４０，３７５人～４０，３７８人とし、私立の２５，３３６人と合わ

せて６５，７１１人～６５，７１４人となり、府内進学予定者数 

（６１，３３０人）を上回ることを確認。 



２－２ 

３ 定時制の課程の募集人員 

  募集人員は、１，３２０人。（昼夜間単位制の募集人員である280人のうち、

40人分を含む。） 

 ４ 通信制の課程の募集人員 

  募集人員は、６５０人。 

 ５ 当議題が決議された場合の対前年度比較 

  (1) 昼間の高等学校 

   ・募集人員は、１，３７５人減。 

ア 普通科で６００人減。 

イ 専門学科（工業に関する学科を除く）で２４０人減。 

商業に関する学科で８０人減。 

  情報科学科で８０人減。 

  教育情報科で８０人増。 

  英語科で１６０人減。 

  英語探究科で８０人増。 

  国語科で８０人減。 

ウ 総合学科で２００人減。 

エ 工業に関する学科で３６０人減。 

オ 多部制単位制ⅠⅡ部で２５人増。 

   ・知的障がい生徒自立支援コースの募集人員は前年度と同じ３６人。 

  (2) 多部制単位制Ⅲ部及び定時制の課程 

   ・募集人員は、１２０人減。 

ア 多部制単位制Ⅲ部普通科で８０人減。 

イ 定時制の課程普通科で４０人増。 

ウ 定時制の課程商業科で４０人減。 

エ 定時制の課程総合学科で４０人減。 

 (3) 通信制の課程 

   ・募集人員は前年度に同じ。 















令和元年11月６日 大阪府公私立高等学校連絡協議会資料より

令和2年度入学者選抜における公立・私立高校の募集人数について（案） 

■令和２年度 公立・私立高校の募集人数（昼間の高等学校） 

上記のとおり、令和２年度入学者選抜における公私トータルの募集人数は、

府内公立中学校卒業者の府内進学予定者数を上回っていることを確認する。 

（参考：平成2２年１1月１０日 公私協本会議の確認事項） 

２－９ 

○ 平成 23 年度は流動化の規模が予測困難なため、公立、私立がこれまでの 7：3 を

ベースにしつつ、それぞれ募集人員を設定した上で、計画進学率等から算出された府

内進学予定者数がすべて受入れ可能であることを確認する。 

○ 平成２４年度以降についても、就学セーフティネットの観点から、公私トータルで

高校進学予定者数を上回る募集人数が確保されていることを確認していくものとす

る。 

公立高校、私立高校の募集人数 

公立 ４０，３７５人～４０，３７８人 

私立 ２５，３３６人 

合計 ６５，７１1人～６５，７１４人 ＞（府内進学予定者数 ６１，３３０人） 

 ※募集人数及び府内進学予定者数は、併設中学校からの内部進学予定者数を除く。 

 ※公立高校の募集人数に３人の幅を持たせているのは、富田林中学校から富田林高校への内部進

学者数が１月末に決定され、その結果により、最大で３人まで富田林高校の募集を増員する可

能性があるため。 

資料１



２－10 

昼間の高等学校（全日制の課程及び多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部並びに昼夜間単位制）学科別募集人員増減数及び学校名 

〇 全日制の課程（工業に関する学科を除く。） 

学科名 
増やす人員

（学級数）

減らす人員

（学級数）
学校数 

合計人員 

（合計学級数） 
学   校   名 

普通科 

― 
40人 

（１学級）
７校 

600人 

（15学級）の減

港、香里丘、枚方津田 

狭山、泉大津、信太、高石 

― 
120人 

（３学級）
１校 富田林 

― 
200人 

（５学級）
１校 勝山 

専

門

学

科

商業に関する学科 ― 
80人 

（２学級）
１校 

240人 

（６学級）の減 

大阪市立西 

情報科学科 ― 
80人 

（２学級）
１校 大阪市立西 

教育情報科 
80人 

（２学級）
― １校 大阪市立西 

英語科 ― 
80人 

（２学級）
２校 大阪市立西、大阪市立南 

英語探究科 
80人 

（２学級）
― １校 大阪市立南 

国語科 ― 
80人 

（２学級）
１校 大阪市立南 

文理学科 

40人 

（１学級）
― １校 北野 

― 
40人 

（１学級）
１校 茨木 

総合学科 

― 
40人 

（１学級）
２校 

200人 

（５学級）の減 

柴島、堺東 

― 
120人 

（３学級）
１校 大阪市立扇町総合 

合   計 
1,040人 

（26学級）の減

〇 全日制の課程（工業に関する学科） 

学科名 増やす人員 減らす人員 学校数 合計人員 学   校   名 

工業に関する 

学科 

― 30人 ５校 150人の減 

西野田工科、今宮工科、 

茨木工科、藤井寺工科、 

佐野工科 

― 35人 ２校 70人の減 淀川工科、布施工科 

― 70人 ２校 140人の減 城東工科、堺工科 

合   計 360人の減  

〇 多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部 

学科名 増やす人員 減らす人員 学校数 合計人員 学   校   名 

普通科 
185人 ― １校 

25人の増 
 大阪わかば 

― 160人 １校  桃谷 

【総計】 

増やす人員 減らす人員 総  計 

385人 1,760人 1,375人の減 

資料２ 


